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■
深
川
市
職
員
給
与
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

■
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

コ
ロ
ナ
禍
の
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
へ
の
対
応

５月24日開会の第２回臨時会及び６月16日開会の第２回定例会において、新型コロナウイ
ルスの感染拡大を防止するとともに、感染拡大の影響を受けている地域経済や市民生活の支
援などのための各事業費が計上された令和４年度一般会計補正予算（第1・2・3号）を可決
しました。事業の中から主なものを紹介します。

02

第２回
定例会

第２回
臨時会

新型コロナウイルス感染症関連予算を含む
補正予算案を可決

Pick Up
補正予算

賛
成
多
数

　原油価格・物価高騰の影響を受けた生活
に困窮する方々へ、食生活の応援及び家計
の負担軽減を図る取組として、１世帯当た
り深川産米10キログラムを支給します。

　新型コロナウイルス感染症の影響を受け
た低所得の子育て世帯を支援する取組とし
て、国と北海道の施策により、児童1人当
たり６万円の特別給付金を支給します。

子育て世帯への
特別給付金事業

生活困窮者等への
食生活応援事業

︻
条
　
　
例
︼

　
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
国
家
公
務
員
の

給
与
改
正
法
案
が
国
会
で
可
決
さ
れ
た
た

め
、
本
市
に
お
い
て
も
、
職
員
並
び
に
市

長
、
副
市
長
、
教
育
長
の
期
末
手
当
に
つ

い
て
、
年
間
で
０
・
１
５
か
月
分
を
引
き

下
げ
る
も
の
で
す
。
な
お
、
令
和
４
年
６

月
期
の
期
末
手
当
に
つ
い
て
は
、
３
年
12

月
に
支
給
さ
れ
た
期
末
手
当
の
額
に
１
２

７
・
５
分
の
１
５
を
乗
じ
た
額
を
、
調
整

額
と
し
て
減
額
す
る
も
の
で
す
。

※補正予算　年度当初の予算（当初予算）に、追加・その他の変更を加えるために提出される予算
※ 付議事件　本市議会だよりでは、議案のうち条例、議員発議、補正予算、意見書以外のものを付議事

件としています。

賛
成
多
数

市
議
会
だ
よ
り
に

掲
載
し
き
れ
な
か

っ
た
案
件
は
Ｈ
Ｐ

で
確
認
で
き
ま
す
。

議決結果

総額総額 2,9922,992 万円万円 総額総額 970970 万円万円
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︻
人
事
案
件
︼

※賛成＝○、反対＝●、鶴岡恵司議長は採決に加わりません。

■
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
人
事
院
規
則
が
改
正
さ
れ
、
育
児
休
業

の
取
得
要
件
の
緩
和
や
、
育
児
休
業
が
取

り
や
す
い
環
境
の
整
備
に
関
す
る
条
項
が

新
た
に
定
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
本
市
に

お
い
て
も
、
国
に
準
じ
た
取
扱
い
と
す
る

も
の
で
す
。

■
深
川
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及

び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
国
家
公
務
員
の

給
与
改
正
法
案
が
国
会
で
可
決
さ
れ
た
た

め
、
深
川
市
議
会
議
員
の
期
末
手
当
に
つ

い
て
、
年
間
で
０
・
１
５
か
月
分
を
引
き

下
げ
る
も
の
で
す
。
な
お
、
令
和
４
年
６

月
期
の
期
末
手
当
に
つ
い
て
は
、
３
年
12

月
に
支
給
さ
れ
た
期
末
手
当
の
額
に
１
２

７
・
５
分
の
１
５
を
乗
じ
た
額
を
、
調
整

額
と
し
て
減
額
す
る
も
の
で
す
。

■
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

■
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

■
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

宮
田　
嘉
明
さ
ん

　
教
育
委
員
会
委
員　
宮
田
嘉
明
さ
ん
の

任
期
満
了
に
伴
い
、
引
き
続
き
同
氏
を
任

命
し
た
い
と
の
提
案
が
あ
り
、
全
会
一
致

で
任
命
に
同
意
し
ま
し
た
。

佐
々
木　
弘
有
さ
ん

　
公
平
委
員
会
委
員　
佐
々
木
弘
有
さ
ん

の
任
期
満
了
に
伴
い
、
引
き
続
き
同
氏
を

選
任
し
た
い
と
の
提
案
が
あ
り
、
賛
成
多

数
で
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

竹
田　
武
志
さ
ん

　

旭
川
地
方
法
務
局
長
か
ら
依
頼
が
あ

り
ま
し
た
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
と

し
て
、
竹
田
武
志
さ
ん
の
推
薦
が
あ
り
、

全
会
一
致
で
適
任
と
答
申
し
ま
し
た
。

議 員 名（ 議 席 番 号 順 ）
議
決
結
果
▼

佐
々
木
一
夫

辻
本　
　
智

山
本　
時
雄

北
村　
　
薫

大
前　
昭
代

田
畑　
陽
美

太
田　
幸
一

松
本　
雅
祐

宮
澤　
孝
司

近
沢　
弘
幸

小
田　
雅
一

鶴
岡　
恵
司

田
中　
昌
幸

北
名　
照
美

第２回
臨時会

深川市職員給与条例の一部を改正する条
例について ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ● 可決

特別職の職員の給与に関する条例の一部
を改正する条例について ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ● 可決

第２回
定例会

令和４年度深川市一般会計補正予算
（第２号） ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ● 可決

深川市公平委員会委員の選任について ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ● 可決

全
会
一
致

全
会
一
致

同
　
意

さ
ん
同
　
意

適
任
と
答
申

【意見書】
内閣総理大臣
などに送付し
ました。

全
会
一
致

■ 食料安全保障の強化を図る新たな国の予算確保と国民への理解醸成を図る
意見書

■地方財政の充実・強化に関する意見書
■２０２２年度北海道最低賃金改正等に関する意見書
■ 義務教育費国庫負担制度堅持・負担率２分の１への復元、教育予算確保・拡

充と就学保障の実現に向けた意見書
■ 森林・林業・木材産業によるグリーン成長に向けた施策の充実・強化を求め

る意見書

︻
議
員
発
議
︼
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本会議と委員会の違いって何？本会議と委員会の違いって何？

議案が議決されるまで議案が議決されるまで
普段なじみのない議会の仕組みについて、今号では、
　　本会議と委員会の関係、議案の議決までの流れを紹介します。

本
会
議
と
委
員
会
の
関
係

委
員
会
の
役
割

議
案
の
提
出
か
ら
議
決
ま
で

　
深
川
市
議
会
は
、
市
民
の
代
表
と
し
て
選
ば

れ
た
14
人
（
定
数
）
の
議
員
で
構
成
し
、
予
算

や
条
例
等
、
市
政
の
重
要
な
事
項
を
審
議
、
決

定
す
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
市

議
会
に
は
本
会
議
と
委
員
会
が
あ
り
、
本
会
議

は
議
会
の
意
思
を
決
定
す
る
会
議
で
、
年
４
回

開
か
れ
る
定
例
会
と
、
特
定
の
事
件
に
限
り
必

要
に
応
じ
て
開
か
れ
る
臨
時
会
が
あ
り
ま
す
。

議
案
の
最
終
的
な
議
決
は
、
本
会
議
で
行
い
ま

す
が
、
審
議
内
容
が
広
範
囲
で
あ
る
た
め
、
委

員
会
に
お
い
て
専
門
的
な
審
査
を
行
い
ま
す
。

　
委
員
会
は
、
本
会
議
に
お
け
る
審
議
、
表
決

を
行
う
た
め
の
審
査
及
び
調
査
機
関
の
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。
委
員
会
に
は
、
議
事
の
順
序

や
進
め
方
、
議
事
運
営
上
必
要
な
事
項
に
関
し

て
協
議
す
る
議
会
運
営
委
員
会
の
ほ
か
、
所
管

事
項
の
調
査
や
議
案
の
審
査
を
行
う
常
任
委
員

会
、
特
定
の
事
項
を
審
査
・
調
査
す
る
た
め
に

設
置
さ
れ
る
特
別
委
員
会
が
あ
り
ま
す
。

　
市
長
等
か
ら
提
案
さ
れ
た
議
案
は
、
本
会
議

で
提
案
理
由
が
説
明
さ
れ
、
委
員
会
に
付
託
し

ま
す
。（
委
員
会
付
託
を
省
略
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。）　
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
議
案

に
つ
い
て
所
管
部
局
か
ら
説
明
を
受
け
審
査

し
、
議
案
に
賛
成
・
反
対
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

討
論
を
行
っ
た
後
、
委
員
会
と
し
て
採
決
を
行

い
、
議
案
の
可
否
を
決
定
し
ま
す
。
委
員
会
の

審
査
結
果
と
討
論
の
内
容
は
、
委
員
長
報
告
と

し
て
本
会
議
で
報
告
し
、
議
案
に
賛
成
・
反
対

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
討
論
を
行
っ
た
後
、
採
決

を
行
い
、
議
案
の
可
決
、
否
決
等
を
決
定
し
ま

す
。（
討
論
を
省
略
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。）

議案審議の流れ▶▶▶

左から松本会長、大前副会
長、近沢事務局長

　深川市議会では、本市の森林・林業の活性化と山村経済の振興に寄
与することを目的に、全議員で構成する森林・林業活性化推進議員連
盟（以下、林活議連）を設置しています。
　５月28日に苫小牧市で開催された第72回北海道植樹祭に、林活議連
を代表し、松本会長、大前副会長、近沢事務局長の３人が参加しました。
植樹祭では、植樹活動をはじめ、木育ワークショップやパネル展等が
催され、森林づくりや木育の取組について理解を深めました。

  林活議連林活議連でで第72回北海道植樹祭第72回北海道植樹祭にに参加参加

教 え て 市 議 会

議
案

本会議 委員会 本会議

審
査

提
案
理
由
説
明

委
員
長
報
告

採
決

委
員
会
に
付
託

討
論

採
決

可
決

否
決

討
論
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太
お お た

田幸
こういち

一 議員
「新政クラブ」

知
床
観
光
船
沈
没
事
故
の
影
響

観
光
の
イ
メ
ー
ジ
向
上
を
図
る

Q　
知
床
観
光
船
沈
没
事
故

に
つ
い
て
、
無
線
等
の
通
信

設
備
に
不
備
が
あ
り
、
携
帯

電
話
が
圏
外
と
な
る
地
域
と

認
識
し
な
が
ら
運
航
し
た
こ

と
は
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

こ
の
事
故
に
よ
っ
て
北
海
道

の
観
光
産
業
へ
与
え
た
影
響

を
伺
う
。　

A　
今
回
の
事
故
に
よ
り
、

北
海
道
の
観
光
ブ
ラ
ン
ド
の

マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
に
つ
な

が
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る

と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
夏
の
観
光
シ
ー
ズ
ン

を
迎
え
る
中
、
北
海
道
全
体

で
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
本
市

と
し
て
も
、ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え

つ
つ
、
引
き
続
き
本
市
を
訪

れ
る
観
光
客
の
皆
様
が
安
心・

安
全
に
楽
し
め
る
環
境
づ
く

り
に
努
め
ま
す
。

雨
竜
川
ダ
ム
放
流
量

の
調
整
と
氾
濫
防
止

Q　
雨
竜
川
に
は
、
北
海
道

電
力
が
管
理
す
る
雨
竜
第
一・

第
二
ダ
ム
と
、
北
海
道
企
業

局
が
管
理
す
る
鷹
泊
ダ
ム
が

設
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
2

施
設
の
放
流
量
の
緩
急
調
整

に
よ
る
下
流
の
氾
濫
防
止
の

連
携
は
進
ん
で
い
な
い
が
、

市
の
対
応
を
伺
う
。　

A　
近
年
、
頻
発
化
・
激
甚

化
す
る
水
災
害
で
は
、
関
係

機
関
の
連
携
の
取
れ
た
迅
速

な
対
応
が
課
題
と
な
っ
て
い

た
こ
と
か
ら
、
本
市
を
含
む

１
市
６
町
に
よ
り
雨
竜
川
治

水
促
進
期
成
会
を
設
立
し
た

ほ
か
、令
和
２
年
５
月
に
は
、

河
川
管
理
者
、
ダ
ム
管
理
者

及
び
関
係
利
水
者
に
よ
り
石

狩
川
水
系
（
下
流
）
治
水
協

定
を
締
結
し
、
鷹
泊
ダ
ム
の

事
前
放
流
な
ど
に
よ
る
洪
水

調
節
機
能
を
強
化
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
流
域
治
水
の
推

進
な
ど
に
つ
い
て
同
期
成
会

を
通
じ
た
国
へ
の
要
望
活
動

に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

深川市ハザード
マップ：市HP

鷹泊ダム放流の様子
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一　般　質　問

質 問 し た 事 項
　11人の議員の一般質問を紹介します。
掲載しきれなかったほかの質問は、深
川市議会YouTubeチャンネルや一般質
問通告表で御覧いただけます。

■太田　幸一 議員･･･05
　・知床観光船沈没事故の影響
　・雨竜川ダム放流量の調整と氾濫防止

■佐々木一夫 議員･･･06
　・市立病院問題の調査妨害
　・エックス線撮影装置は不正入札では

■松本　雅祐 議員･･･06
　・医療用ウィッグ等の助成を
　・市内の公立高校生に端末購入費助成

■辻本　　智 議員･･･07
　・良質な学校給食の継続を
　・地元農産物の地域内循環を急ぐべき

■田中　昌幸 議員･･･08
　・道路除排雪助成額の拡大を
　・会議イベント等に託児所設置支援を

■大前　昭代 議員･･･08
　・18歳成人に係る支援は
　・父親のメンタルヘルスにも支援を

■田畑　陽美 議員･･･09
　・特定妊婦への支援について
　・教育現場での「さんづけ」について

■小田　雅一 議員･･･10
　・市内２高校の存続に向けて
　・これからの人口減少対策の取組は

■宮澤　孝司 議員･･･10
　・事業者への経済対策は
　・子供たちの学びに「郷土かるた」を

■北名　照美 議員･･･11
　・市発注工事の労賃調査を
　・深川消費者協会への支援を

■北村　　薫 議員･･･12
　・農業資材の高騰について
　・デマンド交通実証実験の地域拡大

一般質問通告表深川市議会
YouTube
チャンネル
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松
まつもと

本雅
まさひろ

祐 議員
「令和公明クラブ」

医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
等
の
助
成
を

実
態
を
踏
ま
え
て
調
査
研
究

深川西高校・深川
東高校の魅力づく
りへの支援：市HP

医療用ウィッグのイメージ

一　般　質　問

佐
さ さ き

々木一
か ず お

夫 議員
「護憲クラブ」

市
立
病
院
問
題
の
調
査
妨
害

調
査
委
員
会
の
報
告
が
最
終

Q　
市
立
病
院
の
調
査
と
調

査
委
員
会
の
調
査
と
の
診
療

放
射
線
課
管
理
職
員
の
証
言

変
遷
の
理
由
を
常
任
委
員
会

で
確
認
し
た
が
、
市
長
に
再

調
査
を
実
質
禁
じ
ら
れ
た
と

報
告
さ
れ
た
。
議
会
へ
の
虚

偽
報
告
・
証
言
で
隠
蔽
で
は

な
い
か
。

A　
市
立
病
院
診
療
放
射
線

課
に
関
す
る
調
査
委
員
会
で

は
、
病
院
の
内
部
調
査
の
範

囲
を
超
え
た
、
客
観
的
な
証

拠
な
ど
の
確
認
と
並
行
し
た

聞
き
取
り
調
査
を
行
い
、
記

憶
の
み
の
証
言
に
頼
ら
な
い

事
実
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

市
と
し
て
は
同
調
査
委
員
会

の
調
査
報
告
書
を
最
終
報
告

と
位
置
づ
け
て
公
表
し
て
お

り
、
市
長
が
調
査
を
し
な
い

よ
う
指
示
し
た
わ
け
で
は
な

く
、
こ
れ
以
上
の
調
査
は
不

要
と
判
断
し
た
も
の
で
、
虚

偽
報
告
・
証
言
に
よ
る
隠
蔽

と
は
捉
え
て
い
ま
せ
ん
。

エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
装

置
は
不
正
入
札
で
は

Q　
事
業
者
と
市
立
病
院
管

理
職
員
に
よ
る
録
音
会
話
の

仮
押
さ
え
の
医
療
機
器
は
、

受
注
生
産
で
納
入
に
３
か
月

か
ら
６
か
月
か
か
る
と
報
告

さ
れ
て
お
り
、
１
か
月
を
納

期
と
す
る
入
札
で
は
他
社
の

応
札
が
不
可
能
な
不
正
入
札

で
は
な
い
か
。　

A　
受
注
生
産
の
場
合
は
一

般
的
に
３
か
月
程
度
を
要
す

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

当
該
医
療
機
器
は
受
注
生
産

品
で
は
な
く
、
他
の
病
院
で

も
短
期
間
で
納
品
さ
れ
た
実

績
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
短

期
間
で
の
納
品
が
可
能
な
こ

と
を
確
認
し
た
上
で
、
納
期

を
約
２
か
月
後
に
設
定
し
一

般
競
争
入
札
を
執
行
し
て
お

り
、
当
該
事
業
者
以
外
も
応

札
が
可
能
な
状
況
だ
っ
た
と

調
査
委
員
会
の
報
告
書
に
も

あ
る
の
で
、
刑
法
の
適
用
を

受
け
る
と
は
捉
え
て
い
ま
せ

ん
。

深川市立病院診療
放射線課に関する
調査委員会：市HP

深川市立病院
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一　般　質　問

Q　
抗
が
ん
剤
治
療
に
伴
う

脱
毛
や
乳
房
切
除
等
の
外
見

変
化
に
よ
り
、
患
者
は
自
尊

心
を
傷
つ
け
ら
れ
、
日
常
生

活
や
就
労
に
大
き
な
影
響
を

受
け
る
。
社
会
参
加
が
図
ら

れ
る
よ
う
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ

等
の
購
入
費
助
成
の
考
え
を

伺
う
。　

A　
こ
れ
ま
で
医
療
用
ウ
ィ

ッ
グ
や
乳
房
補
助
具
の
購
入

へ
の
助
成
制
度
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
市
と
し
て
は
、

が
ん
治
療
に
伴
う
外
見
の
変

化
に
対
す
る
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス

ケ
ア
は
、
重
要
な
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。
本
市
と
し
て

は
、
ま
ず
市
内
に
お
け
る
実

情
を
的
確
に
把
握
す
る
こ
と

が
重
要
と
考
え
て
お
り
、
早

急
に
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、

そ
の
実
態
を
踏
ま
え
、
今
後

ど
の
よ
う
な
方
策
が
取
れ
る

の
か
、
他
の
自
治
体
の
取
組

等
に
つ
い
て
調
査
研
究
に
努

め
ま
す
。

市
内
の
公
立
高
校
生

に
端
末
購
入
費
助
成

Q　
本
年
度
か
ら
、
高
校
生

も
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
実
費

で
用
意
す
る
こ
と
に
な
っ
た

が
、
入
学
時
は
制
服
等
の
購

入
に
よ
り
負
担
が
大
き
い
。

市
内
２
校
の
魅
力
の
一
つ
と

し
て
生
徒
の
端
末
購
入
費
を

助
成
し
、
保
護
者
の
負
担
軽

減
を
図
る
考
え
を
伺
う
。　

A　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
購

入
費
助
成
は
、
保
護
者
の
負

担
軽
減
に
つ
な
が
り
ま
す
が
、

入
学
生
確
保
の
観
点
で
は
、

全
国
の
高
校
で
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
が
導
入
さ
れ
、
市
内
の

公
立
高
校
だ
け
の
魅
力
に
は

つ
な
が
り
に
く
い
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
助
成
に
は

多
額
の
費
用
が
必
要
と
な
る

こ
と
か
ら
、
実
施
は
難
し
い

と
考
え
ま
す
が
、
入
学
生
確

保
に
ど
の
よ
う
な
支
援
が
有

効
で
あ
る
か
、
高
校
の
魅
力

づ
く
り
に
向
け
た
検
討
会
に

お
い
て
、
引
き
続
き
意
見
を

伺
っ
て
い
き
ま
す
。

辻
つじもと

本　智
さとし

 議員
「モ・レラ（静かな風）」

良
質
な
学
校
給
食
の
継
続
を

こ
れ
ま
で
の
学
校
給
食
を
維
持

Q　
急
激
な
円
安
と
燃
油
価

格
の
高
騰
は
、
市
内
の
事
業

所
と
市
民
生
活
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、

地
元
食
材
を
使
用
し
た
給
食

の
提
供
と
保
護
者
の
負
担
軽

減
に
向
け
た
行
政
の
考
え
を

伺
う
。

A　
北
空
知
圏
学
校
給
食
組

合
で
は
、
食
材
費
高
騰
に
伴

い
、
年
度
途
中
に
給
食
費
の

変
更
は
行
わ
な
い
予
定
と
伺

っ
て
お
り
、
保
護
者
の
負
担

が
増
加
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
物
価
高
騰
の
対
策

と
し
て
給
食
費
に
限
ら
ず
、

市
全
体
の
取
組
の
中
で
、
様

々
な
支
援
の
検
討
が
必
要
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今

後
の
食
材
費
な
ど
の
価
格
の

変
動
に
は
注
意
し
、
こ
れ
ま

で
ど
お
り
の
栄
養
バ
ラ
ン
ス

や
量
を
保
っ
た
学
校
給
食
が

提
供
さ
れ
る
よ
う
、
給
食
組

合
と
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

地
元
農
産
物
の
地
域

内
循
環
を
急
ぐ
べ
き

Q　
本
市
で
は
、
良
質
な
農

産
物
が
多
数
生
産
さ
れ
て
お

り
、
市
内
の
施
設
給
食
食
材

と
し
て
も
安
定
供
給
を
求
め

る
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

地
産
地
消
に
よ
り
地
元
農
家

を
応
援
す
る
仕
組
み
づ
く
り

に
つ
い
て
、
市
の
考
え
を
伺

う
。

A　
野
菜
等
の
市
内
で
の
流

通
、
消
費
の
取
組
は
、
地
元

農
産
物
へ
の
理
解
や
消
費
拡

大
を
推
進
す
る
上
で
重
要
で

あ
り
、
道
の
駅
内
に
あ
る
農

産
物
直
売
所
エ
シ
ル
は
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す

が
、
市
内
事
業
所
か
ら
流
通

拡
大
の
要
望
や
、
Ｊ
Ａ
き
た

そ
ら
ち
に
お
い
て
も
旬
の
野

菜
を
も
っ
と
地
元
の
消
費
者

に
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
の
強
い
思
い
が
あ
り
、
市

と
し
て
も
今
後
、
Ｊ
Ａ
き
た

そ
ら
ち
と
十
分
に
協
議
、
相

談
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

北空知学校給食組
合：HP

学校給食のイメージ
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大
おおまえ

前昭
あ き よ

代 議員
「民主クラブ」

18
歳
成
人
に
係
る
支
援
は

要
望
・
相
談
に
丁
寧
に
対
応

育児相談サロン
“にこにこ”：市立
病院HP

出産・子育てに関する講
話の様子

一　般　質　問

田
た な か

中昌
まさゆき

幸 議員
「民主クラブ」

道
路
除
排
雪
助
成
額
の
拡
大
を

要
望
を
踏
ま
え
慎
重
に
検
討

Q　
燃
油
高
の
影
響
に
加
え

受
益
住
民
の
高
齢
化
も
進
み
、

物
価
高
に
反
し
年
金
が
削
ら

れ
て
い
る
今
、
除
排
雪
費
の

負
担
が
重
く
の
し
か
か
っ
て

い
る
。
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
の
原
油
価
格
・
物
価
高
騰

対
応
分
の
活
用
に
よ
る
支
援

拡
大
に
つ
い
て
伺
う
。

A　
燃
油
価
格
の
高
騰
は
、

除
排
雪
経
費
に
も
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。
除
排
雪
事
業
助
成

に
お
い
て
私
道
の
助
成
額

は
、
毎
年
、
最
新
の
軽
油
・

ガ
ソ
リ
ン
価
格
や
労
務
単
価

等
を
用
い
て
積
算
し
て
お
り
、

現
下
の
状
況
を
踏
ま
え
、
助

成
額
を
拡
充
す
る
場
合
は
、

公
平
、
平
等
の
観
点
か
ら
、

市
道
の
除
排
雪
も
見
直
す
必

要
が
あ
り
、
制
度
全
体
の
見

直
し
と
な
る
こ
と
か
ら
、
市

民
か
ら
の
要
望
や
市
全
体
の

事
業
、
予
算
の
状
況
を
考
慮

し
、
慎
重
に
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

会
議
イ
ベ
ン
ト
等
に

託
児
所
設
置
支
援
を

Q　
子
育
て
中
の
保
護
者
が

子
供
を
預
け
ら
れ
ず
、
会
議
、

行
事
、
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
参

加
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い

こ
と
が
多
く
あ
る
。
託
児
所

が
あ
れ
ば
可
能
と
な
る
た
め
、

設
置
資
金
や
人
材
を
支
援
す

る
制
度
の
創
設
に
つ
い
て
伺

う
。

A　
会
議
や
イ
ベ
ン
ト
等
を

主
催
す
る
団
体
が
、
独
自
に

託
児
所
を
開
設
す
る
場
合
、

子
供
の
安
全
面
を
考
慮
す
る

と
、
保
育
士
に
託
児
を
依
頼

除排雪事業助成
実施要綱

除排雪作業の様子

す
る
こ
と
が
最
善
と
考
え
ま

す
が
、
市
内
の
保
育
施
設
で

は
慢
性
的
に
保
育
士
が
不
足

し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

市
と
し
て
は
、
今
後
、
託
児

所
設
置
に
関
し
て
、
保
育
士

や
開
設
場
所
の
確
保
と
い
っ

た
課
題
等
を
整
理
し
、
資
金

や
人
材
面
な
ど
、
ど
の
よ
う

な
行
政
支
援
が
可
能
か
研
究

し
て
い
き
ま
す
。
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一　般　質　問

Q　
成
人
年
齢
が
18
歳
に
な

り
、
親
の
同
意
な
し
に
権
利

を
行
使
す
る
こ
と
が
増
え
る

と
と
も
に
課
せ
ら
れ
る
責
任

も
大
き
く
な
る
。
本
人
や
父

母
等
も
心
配
や
不
安
を
伴
う

重
要
な
問
題
と
考
え
る
が
、

学
習
機
会
等
の
支
援
が
あ
る

か
伺
う
。

A　
成
人
年
齢
の
引
下
げ
に

つ
い
て
は
、
中
学
校
の
公
民

の
授
業
や
高
校
の
授
業
等
で
、

学
習
指
導
要
領
に
沿
っ
た
学

習
の
機
会
が
確
保
さ
れ
て
い

ま
す
。
成
人
を
対
象
に
し
た

学
習
会
は
開
催
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
生
涯
学
習
出
前
講
座

の
要
望
が
あ
れ
ば
、
要
望
内

容
に
沿
え
る
よ
う
関
係
所
管

と
検
討
し
、
学
習
機
会
の
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
と
い
う
形
で

の
支
援
も
可
能
と
考
え
ま
す

の
で
、
具
体
の
相
談
が
あ
れ

ば
、
関
係
機
関
・
団
体
の
紹

介
や
講
師
選
定
ア
ド
バ
イ
ス

な
ど
、
丁
寧
な
対
応
を
心
が

け
て
い
き
ま
す
。

父
親
の
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
に
も
支
援
を

Q　
「
イ
ク
メ
ン
」
と
い
う
言

葉
が
定
着
し
、
男
性
の
育
休

取
得
も
促
進
さ
れ
、
積
極
的

に
育
児
に
参
加
す
る
父
親
が

増
え
て
い
る
一
方
、
父
親
の

産
後
鬱
の
リ
ス
ク
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
父
親
の
産
後
鬱

に
対
す
る
支
援
策
等
を
伺
う
。

A　
市
で
は
、
妊
娠
中
の
健

康
教
育
と
し
て
、
妊
婦
と
そ

の
家
族
を
対
象
と
し
た
マ
タ

ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン
を
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
父
親
の
産
後
鬱

に
関
す
る
情
報
提
供
は
行
っ

て
お
ら
ず
、
市
立
病
院
で
も

助
産
師
に
よ
る
育
児
相
談
サ

ロ
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

父
親
の
み
の
利
用
や
、
父
親

の
産
後
鬱
に
関
す
る
相
談
は

こ
れ
ま
で
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
今
後
は
、
父
親
の
産
後

鬱
の
情
報
提
供
や
、
相
談
窓

口
を
周
知
し
、
相
談
し
や
す

い
体
制
を
確
保
し
て
い
き
ま

す
。

田
た ば た

畑陽
は る み

美 議員
「民主クラブ」

特
定
妊
婦
へ
の
支
援
に
つ
い
て

き
め
細
や
か
な
支
援
に
努
め
る

Q　
若
年
妊
娠
や
望
ま
な
い

妊
娠
、
経
済
的
困
窮
や
精
神

的
問
題
な
ど
で
、
出
産
前
か

ら
サ
ポ
ー
ト
を
必
要
と
す
る

特
定
妊
婦
に
対
し
、
万
が
一

の
事
態
を
防
ぐ
た
め
に
も
充

実
し
た
支
援
体
制
が
大
切
で

あ
る
。
本
市
の
対
応
と
今
後

の
考
え
を
伺
う
。

A　
特
定
妊
婦
を
含
む
、
全

て
の
妊
婦
へ
の
支
援
と
し
て
、

保
健
師
に
よ
る
家
庭
訪
問
や

電
話
相
談
等
を
行
っ
て
お
り
、

特
に
ハ
イ
リ
ス
ク
妊
婦
と
し

て
把
握
し
た
場
合
は
、
個
々

の
状
況
に
合
わ
せ
、
家
庭
訪

問
や
面
接
の
機
会
を
増
や
し
、

病
院
や
児
童
相
談
所
等
の
関

係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、

安
心
し
て
子
供
を
産
む
こ
と

が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努

め
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
関

係
機
関
と
情
報
共
有
し
な
が

ら
、
よ
り
き
め
細
や
か
に
支

援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。教

育
現
場
で
の
「
さ

ん
づ
け
」
に
つ
い
て

Q　
学
校
で
は
、
児
童
た
ち

を
統
一
し
て
「
さ
ん
づ
け
」

で
呼
ん
で
い
る
と
の
こ
と
だ

が
、
児
童
た
ち
に
ど
の
よ
う

に
伝
え
て
い
る
の
か
。
特
に

新
入
生
に
対
し
て
の
対
応
な

ど
、
呼
び
名
の
敬
称
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
指
導
し
て
い

る
の
か
。

A　
教
員
の
児
童
に
対
す
る

呼
び
方
や
、
児
童
同
士
の
呼

び
方
に
つ
い
て
は
、
学
習
指

導
要
領
等
に
規
定
は
な
く
、

各
小
学
校
の
独
自
の
ル
ー
ル

と
し
て
、
男
女
平
等
の
観
点

か
ら
、
集
団
の
場
で
は
「
さ

ん
づ
け
」
で
呼
ぶ
よ
う
指
導

し
て
い
ま
す
。
入
学
時
に
は

「
さ
ん
づ
け
」
に
違
和
感
を
持

つ
児
童
も
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
２
年
生
以
上
に
な
る
と

理
解
力
が
高
ま
る
た
め
、
機

会
を
捉
え
て
「
さ
ん
づ
け
」

に
は
、
相
手
を
大
切
に
す
る

こ
と
な
ど
の
意
味
が
あ
る
と

児
童
に
説
明
し
て
い
ま
す
。

母子に関する健康
相談及び訪問
：市HP

妊婦相談のイメージ
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宮
みやざわ

澤孝
た か し

司 議員
「令和公明クラブ」

事
業
者
へ
の
経
済
対
策
は

引
き
続
き
経
済
対
策
を
検
討

新型コロナウイル
ス関連事業者向け
支援：市HP

これまでの事業者支援の
取組

一　般　質　問

小
お

田
だ

雅
まさいち

一 議員
「公政クラブ」

市
内
２
高
校
の
存
続
に
向
け
て

幅
広
く
意
見
を
伺
い
検
討
す
る

Q　
北
海
道
教
育
委
員
会
よ

り
、
深
川
東
高
校
の
学
科
を

令
和
７
年
度
か
ら
１
間
口
に

再
編
す
る
計
画
案
が
示
さ
れ

た
。
今
後
は
、
よ
り
多
く
の

市
民
の
声
を
聴
く
こ
と
が
必

要
と
考
え
る
が
、
地
域
に
お

け
る
今
後
の
協
議
の
考
え
を

伺
う
。

A　
昨
年
、
深
川
西
高
校
の

３
学
級
回
復
へ
向
け
開
催
し

た
市
内
公
立
高
等
学
校
の
在

り
方
に
関
す
る
意
見
交
換
会

の
構
成
員
は
、
市
内
の
小
中

高
校
の
学
校
長
及
び
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
、
高
校
の
同
窓
会
長
、

商
工
会
議
所
と
し
て
い
ま
し

た
が
、範
囲
を
さ
ら
に
広
げ
、

幅
広
く
意
見
を
伺
う
た
め
の

体
制
を
構
築
し
、
北
海
道
教

育
委
員
会
の
説
明
を
聞
く
機

会
も
設
け
る
な
ど
し
て
、
市

内
２
高
校
の
存
続
や
学
科
の

在
り
方
等
に
つ
い
て
協
議

し
、
結
論
を
導
き
出
し
て
い

き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
人
口
減

少
対
策
の
取
組
は

Q　
人
口
減
少
は
、
地
域
経

済
の
衰
退
な
ど
、
住
民
生
活

に
様
々
な
影
響
を
及
ぼ
す
。

深
川
市
の
人
口
推
移
と
、
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
で
示
し
て
い
る

人
口
の
将
来
展
望
に
つ
い

て
、
現
段
階
で
の
市
の
考
え

を
伺
う
。

A　
近
年
の
人
口
動
態
の
傾

向
は
、
転
入
出
に
よ
る
人
口

減
少
は
緩
や
か
で
す
が
、
出

生
数
が
減
少
し
て
い
る
た

め
、
自
然
動
態
に
よ
る
減
少

が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

等
に
基
づ
き
、
人
口
減
少
に

負
け
な
い
活
力
あ
る
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
お
り
、
移
住
・
定
住
施
策

な
ど
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
や
原
油
価
格
・
物
価
高
騰

な
ど
の
社
会
情
勢
の
変
化
に

対
応
し
、
人
口
減
少
対
策
を

一
層
推
進
し
ま
す
。

高校配置計画：北
海道教育委員会
HP

深川東高校
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一　般　質　問

Q　
地
域
経
済
が
元
に
戻
る

に
は
時
間
が
か
か
り
、
今
後

は
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
に

対
す
る
新
た
な
支
援
も
見
込

ま
れ
る
。
市
が
こ
れ
ま
で
実

施
し
た
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
や
ふ
か
が
わ
特
別
割
な

ど
を
踏
ま
え
た
今
後
の
経
済

対
策
を
伺
う
。

A　
北
海
道
で
は
新
た
な
支

援
事
業
を
予
定
し
て
お
り
、

本
市
と
し
て
は
、
そ
の
対
象

事
業
者
の
申
請
手
続
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
と
と
も
に
、
国
の

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
原

油
価
格
・
物
価
高
騰
対
応
分

が
拡
充
さ
れ
、
よ
り
幅
広
い

対
応
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
現
下
の
状
況
を
見
極

め
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
に
本
市

が
実
施
し
た
事
業
の
再
検
討

や
、
効
果
的
な
新
た
な
事
業

の
検
討
を
経
済
団
体
と
連
携

し
て
進
め
、
引
き
続
き
地
域

経
済
の
活
性
化
が
図
ら
れ
る

よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

子
供
た
ち
の
学
び
に

「
郷
土
か
る
た
」
を

Q　
深
川
市
は
今
年
で
開
村

１
３
０
年
を
迎
え
、
歴
史
を

振
り
返
る
時
で
あ
る
。
子
供

た
ち
が
郷
土
ふ
か
が
わ
を
学

ぶ
上
で
、
親
し
み
な
が
ら
歴

史
や
文
化
を
知
り
、
郷
土
愛

を
育
む
こ
と
が
で
き
る
「
郷

土
か
る
た
」
の
作
成
に
つ
い

て
伺
う
。

A　
市
内
の
小
中
学
校
で
は

郷
土
学
習
を
行
っ
て
お
り
、

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心
が
育

ま
れ
る
よ
う
、
今
後
も
継
続

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
は
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
を
財
源
に
、
縄

文
遺
跡
を
活
用
し
た
地
域
振

興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と

し
て
、
新
し
い
文
化
財
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
作
成
を
進
め
て

い
る
た
め
、「
郷
土
か
る
た
」

の
作
成
は
今
の
と
こ
ろ
考
え

て
い
ま
せ
ん
が
、
郷
土
を
学

ぶ
新
た
な
資
料
と
し
て
、
今

回
作
成
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
活
用
す
る
予
定
で
す
。

北
き た な

名照
て る み

美 議員
「日本共産党」

市
発
注
工
事
の
労
賃
調
査
を

適
正
賃
金
支
払
は
受
注
者
責
務

Q　
市
発
注
工
事
・
業
務
に

お
け
る
受
注
事
業
者
の
普
通

作
業
員
、
軽
作
業
員
、
清
掃

員
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
労
務

単
価
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。
支
払
わ
れ
て
い
る
賃
金

等
の
実
態
調
査
を
行
う
べ
き

と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
を

伺
う
。

A　
市
で
は
、
国
土
交
通
省

が
公
表
し
て
い
る
労
務
単
価

を
用
い
て
工
事
費
等
を
積
算

し
、
適
正
な
賃
金
水
準
を
確

保
す
る
た
め
、
ダ
ン
ピ
ン
グ

対
策
等
を
講
じ
な
が
ら
、
適

正
な
競
争
を
生
む
一
般
競
争

入
札
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
入
札
告
示
に
お
い
て
、

労
働
関
係
法
令
等
を
遵
守
す

る
こ
と
を
明
記
し
て
お
り
、

賃
金
等
の
労
働
条
件
は
、
受

注
者
の
責
務
と
し
て
、
適
正

に
対
応
さ
れ
て
い
る
と
判
断

し
て
い
ま
す
の
で
、
市
と
し

て
は
、
調
査
を
行
っ
て
い
ま

せ
ん
。

深
川
消
費
者
協
会
へ

の
支
援
を

Q　
深
川
消
費
者
協
会
と
深

川
地
域
消
費
者
セ
ン
タ
ー
は

消
費
生
活
の
向
上
の
た
め
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

協
会
の
役
員
諸
氏
の
意
見
に

耳
を
傾
け
、
協
会
発
展
の
た

め
行
政
努
力
と
支
援
が
重
要

と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
を

伺
う
。

A　
深
川
消
費
者
協
会
は
、

本
市
の
消
費
者
行
政
と
も
密

接
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
市
が
事
務
局
を
担
い
、

総
会
や
役
員
会
な
ど
、
年
間

20
回
ほ
ど
開
催
さ
れ
る
会
議

へ
の
参
加
や
、
ス
プ
リ
ン
グ

フ
ェ
ス
タ
を
は
じ
め
と
す
る
、

協
会
が
関
わ
る
各
種
行
事
へ

の
参
画
な
ど
の
支
援
に
努
め

て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
協

会
の
運
営
支
援
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
協
会
の
持
続
的

発
展
に
寄
与
で
き
る
よ
う
、

協
会
役
員
と
連
携
を
図
り
つ

つ
、
可
能
な
支
援
に
努
め
ま

す
。

消費者センター
：市HP

消費者協会の料理教室
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掲
載
以
外
の
質
問
項
目

質
問
内
容
は
、
深
川
市
議
会
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
一
般
質
問
通
告
表
で
確
認
で
き
ま
す
。

深川市議会
YouTube
チャンネル

一般質問通
告表

一　般　質　問

北
きたむら

村　薫
かおる

 議員
「公政クラブ」

農
業
資
材
の
高
騰
に
つ
い
て

今
後
ど
う
対
応
が
可
能
か
検
討

Q　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
や
ウ
ク
ラ
イ

ナ
情
勢
等
を
背
景
に
、
農
業

に
必
要
な
生
産
資
材
の
価
格

高
騰
が
続
き
、
農
業
経
営
も

厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
米

ど
こ
ろ
深
川
市
と
し
て
、
対

策
を
ど
の
よ
う
に
講
じ
て
い

く
考
え
か
伺
う
。

A　
農
業
資
材
等
の
高
騰
は
、

農
業
経
営
に
も
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ

て
お
り
、
国
で
は
肥
料
コ
ス

ト
低
減
体
系
緊
急
転
換
事
業

を
、
北
海
道
で
も
施
設
園
芸

エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
促
進
事
業

や
化
学
肥
料
購
入
支
援
金
給

付
事
業
な
ど
が
実
施
さ
れ
る

予
定
で
す
。
市
で
は
、
こ
れ

ら
の
事
業
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
農
業
資
材
等
の
価
格

高
騰
に
伴
う
影
響
を
見
極
め
、

関
係
機
関
・
団
体
な
ど
と
連

携
し
、
ど
の
よ
う
な
対
応
が

可
能
か
、
今
後
十
分
検
討
し

て
い
き
ま
す
。　

デ
マ
ン
ド
交
通
実
証

実
験
の
地
域
拡
大

Q　
現
在
、
市
内
で
は
デ
マ

ン
ド
交
通
「
納
内
経
由
菊
丘

線
」
の
実
証
実
験
が
行
わ
れ

て
い
る
が
、
一
已
町
鉄
南
地

区
の
市
民
か
ら
も
利
用
を
希

望
す
る
複
数
の
声
が
届
い
て

い
る
。
デ
マ
ン
ド
交
通
の
対

象
地
域
を
拡
大
す
る
考
え
を

伺
う
。

A　
納
内
経
由
菊
丘
線
は
、

路
線
バ
ス
が
休
廃
止
さ
れ
た

公
共
交
通
空
白
地
域
の
移
動

手
段
と
し
て
重
要
な
役
割
を

担
う
も
の
で
、
ま
ず
は
対
象

地
域
で
の
定
着
と
利
用
促
進

の
取
組
を
進
め
、
ダ
イ
ヤ
改

正
後
の
輸
送
量
を
見
極
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
な
お
、

地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議

会
や
町
内
会
長
と
の
意
見
交

換
会
の
中
で
、
経
路
上
に
あ

る
別
の
公
共
交
通
空
白
地
域

を
対
象
地
域
に
加
え
て
は
ど

う
か
と
提
言
が
あ
り
ま
し
た

が
、
課
題
も
あ
る
た
め
慎
重

に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

デマンド交通「納
内経由菊丘線」実
証実験：市HP

デマンド交通「納内経由
菊丘線」
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■佐々木一夫 議員
　・贈賄・入札妨害で代表者が逮捕された有我工業所に関する虚偽答弁について
　・診療放射線課に関する調査報告書は隠蔽書であり撤回すべきでは
　・地域限定入札制度の見直しについて
　・音江中央保育園不正事件について

■松本　雅祐 議員
　・新型コロナウイルス感染症について
　・ヤングケアラーの実態把握と支援について
　・アグリワーケーション等の活用による地域活性化を図る取組について
　・農福連携について

■辻本　　智 議員
　・多面的機能支払交付金事業の取組実績と広報の在り方について

■田中　昌幸 議員
　・市施設使用料、利用料の見直しについて
　・会計年度任用職員の待遇向上について
　・市立病院の経営状況について

■大前　昭代 議員
　・小１プロブレムについて

■田畑　陽美 議員
　・来庁者とのコミュニケーションについて
　・主食用米の作付について

■小田　雅一 議員
　・物価高騰による影響について
　・深川市開村130年・市制施行60年記念事業について

■宮澤　孝司 議員
　・市長選挙について
　・桜山パワーアップロードについて
　・地域振興について

■北名　照美 議員
　・ロシアの隣国ウクライナ侵攻について
　・生活保護行政について
　・市立病院診療放射線課管理職員に関わる問題について
　・新中央保育園保育室のエアコンについて
　・多度志小学校について
　・加齢性難聴者の補聴器購入助成について
　・市内在住の外国人及び外国人労働者について

■北村　　薫 議員
　・市内飲食店等への経済対策について
　・市内小中学校における不登校の現状について
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〒074-8650　深川市２条17番17号
電話0164-26-2282（直通）

14

深川市議会YouTube
チャンネル

深川市議会
　　　公式ホームページ

問合先：深川市議会事務局内

　５月25日に東京都で開催された第98回全国市議会議長会定期総会におい
て、本市議会より４人の議員が表彰状及び感謝状を受けました。また、６月
16日の本会議に先立ち、議場において表彰状等の伝達を行いました。

・鶴岡  恵司 議長
　　（議員10年表彰）
　　（特別委員会委員感謝状）

・小田  雅一 議員
　　（議員10年表彰）

・宮澤  孝司 議員
　　（議員10年表彰）

・辻本    智 議員
　　（議員10年表彰）左から、辻本議員、小田議員、鶴岡議長、宮澤議員

　今回の表彰は栄誉なことであり、地域
をはじめ市民の皆様の長年の御支援に感
謝申し上げます。物価高騰対策と子育て
支援は喫緊の課題です。地域経済の発展
と市民生活の向上のために、自治体議会
としての役割が真に発揮できるよう尽力
してまいります。

辻本　　智 議員

　選挙カーもなく、タスキをかけ一人走
り始めてから10年はあっという間でした。
一般質問がカタチになった時には、皆さ
んの声を届けられた充実感と次へ挑む気
力だけでここまで来られ、それも多くの
方々に支えられたことが全てです。これ
からもよろしくお願いします。

宮澤　孝司 議員

　この度、全国市議会議長会より議員10
年表彰を頂き、身の引き締まる思いであ
ります。思い起こせば平成23年の選挙に
おいて、市民の皆様の御支持を頂き初当
選し、11年がたちました。残された任期
を全力で邁進する決意であります。よろ
しくお願いします。

小田　雅一 議員

　この度、全国市議会議長会より議員10
年表彰を頂戴しました。振り返ればあっ
という間の10年でしたが、この間、多く
の皆様方に多大なお力添えを賜り、議員
を続けることができたもので感謝に堪え
ません。今後も市民福祉の向上と深川市
の発展に努める所存でございます。

　鶴岡　恵司 議長


